
■一般社団法人 鹿児島県作業療法士会 理事会 議事録 

日時：令和 4 年 8 月 22 日（月） 19：00 

場所：Web 会議 

出席者：吉満・藤田・福永・西・柳田・黒木・住吉・坂下・日髙・永山・小澤・田中・深

見・安藤・峯戸松 

欠席者：  

 

報告   

報告事項 1  

提出者：小澤 孝典 

士会内での立場：総務部事業調整係 兼 生涯教育部 理事 

報 告：令和 4年度臨床実習指導者講習会の実施報告 

内 容：7 月 30日(土)31日(日) 完全オンラインでの実施 

    参加者 83 名 

    当日キャンセル 4 名（コロナ関連 2 名、親族の不幸 1 名、理由不明 1名） 

    今回、講師にもコロナに罹患された方がいた。 

    無理をして講義はしていただけたが、今後もこのような事態は想定される。 

    そのため、講師やファシリテーターができる方を増やすことは急務である。 

    現在、講師登録制度の整備を進めており、その活用は一つの案となるか。 

 

報告事項 2 

提出者：田中有貴 

士会内での立場：事務局長 

報 告：年会費納入状況について 

内 容：8/22 現在 総会員数 1171名中 939 名（80.2％）納入済み 

    未納者へは 8/10に督促状を郵送済み（１年未納 223名 ２年未納 26 名） 

 

報告事項 3 

提出者：田中有貴 

士会内での立場：事務局長 

報 告：退会者について（3 名） 

内 容：八嶋真 自宅会員 所属先を退職したため退会 

    田畑菜生 県立姶良病院 東京都へ転出 

    岩切 香 研修会へ参加出来ないため 

    



報告事項 4 

提出者：柳田信彦 

士会内での立場：学術部担当 

報 告：県学会 

内 容：第 32回鹿児島県作業療法学会 

1)学会長：酒井 宣政 氏（種子島医療センター） 
2)テーマ：チャレンジ～新しい時代に飛び立つ私達～ 
3)開催日： 令和 4 年 8月 27（土）13：00～・28 日（日）15：00 ごろ 
4)会場：西之表市民会館：現地開催・Web配信のハイブリット  

5)内容：スペシャルセッション、教育公演１つ、公開講座２つ、特別講演１つ、臨床チ
ャレンジ・共有企画 

6)演題数：18 題：一般演題発表：優秀賞、チャレンジ賞、フレッシュマン賞あり 
7)協賛：12 件あり（種子島医療センター 大勝病院 豊島病院 池田病院 リハシップ

あい 鹿児島医療技術専門学校 ウエルフェア九州病院 出水郡医

師会広域医療センター 平成メディカル リバティ 北義肢製作所  

カクイックスウィング） 
8)学会への事前申し込み：159 名（途中経過・8/24 締め切り） 
 公開講座申し込み：113 名 
9)その他：感染対策のマニュアルを作成中（濱添 OT）。会場内での飲食は禁止。 
 

 

報告事項 5 

提出者：柳田信彦 

士会内での立場：学術部担当 

報 告：学術誌 

内 容：・Vol.29：新規投稿数：０件 
現在：採択１件 
   特集を組み予定：特集テーマ：地域包括ケアシステムに関連する作業療法関連で

検討中 
   記事テーマと執筆者の候補を検討中 
   令和 5 年 3 月に発刊予定 
 

 

報告事項 6 

提出者：柳田信彦 

士会内での立場：学術部担当 



報 告：研究支援事業 

内 容： 

１．研究法研修会： 

1)今後の研修会予定 

第 2 回研究法研修会：研究テーマを見つけてみよう 

9 月 21日（水）19 時 30分～21 時  

講師 藤田 賢太郎氏（鹿児島医療技術専門学校） 

10月   文献検索    文献検索の方法や研究様式、デザインを学ぶ 

12月   統計    チャート方式、具体例を決めて統計手法選択のパターンを学ぶ 

2 月   エキスパート向け    量的、質的研究の各エキスパートの先生に自分の研究を話

してもらう 

  

２．研究相談会：案内を広報予定 

  

３．課題研究助成制度 

研究助成承認：加治木温泉病院 藤本皓也氏   

テーマ：中枢神経系疾患を伴う対象者に対し、手指屈曲伸展反復運動時の同時性収

縮の評価方法の検討 

期間：令和 4 年 6 月～令和 6年 5月まで 制度を実施中 

※半年ごとに進行状況の確認を行う予定 

 

報告事項 7 

提出者：柳田信彦 

士会内での立場：学術部担当 

報 告：学術部コンテンツ 

内 容：学術部コンテンツ 
・種子島学会用の動画を作成中 
・昨年の研修動画（ビデオライブラリ）を一斉配信予定 
 

 

報告事項 8 

提出者：黒木 貴博 

士会内での立場：基礎研修部理事 

報 告：8/17 現職者共通研修 報告 

内 容：テーマ「実践のための作業療法研究」 講師：川井田 翔悟氏（谷山病院） 

   受講者：57 名 



 

報告事項 9 

提出者：坂下 寛志 

士会内での立場：広報部理事 

報 告：①市民健康まつり 10 月 30 日  (南薩支部の) 協力をお願いします。 

 ②広報部ポスター提示 

 ③県士会・九州学会ロゴの広報の可否 

 

議案  

議案 1  

提出者：田中有貴 

士会内での立場： 事務局長 

議案：新入会員について（3 名） 

   内倉 淳（ｳﾁｸﾗ ｼﾞｭﾝ）鹿児島医療技術専門学校 10909 再入会 

   松本 康太郎（ﾏﾂﾓﾄ ｺｳﾀﾛｳ）自宅会員 78405 

   上村 純平（ｶﾐﾑﾗ ｼﾞｭﾝﾍﾟｲ）自宅会員 91378 

 決議事項：承認 

  

議案 2  

提出者：田中有貴 

士会内での立場： 事務局長 

議案：介護認定審査会委員について 

鹿児島市、薩摩川内市から標記委員の推薦依頼が届いているが、自治体によっては５期１０年

の任期となっている。今後の推薦基準について検討したい。 

 決議事項： 

  ○正会員であること 

  ○任期期限 3 期（6 年） 

  ○勤務領域（介護保険分野）5年 

  ○推薦 代議員からの推薦 

 
議案 3 (持ち越し) 

提出者：西 綾  
士会内での立場： 副会長 

  議案：講師登録に関して 
  作業療法士の認知度の向上と、協会委員の向上心を活かす機会の場を作る 
  協会への収入源とし、活動の安定化を図る 



  
 
 

議案 4 （継続） 

提出者：西 
士会内での立場：副会長 
議案（継続）：自動運転再開作業療法検討委員会の活動に関して 
決議事項：自動運転再開作業療法検討委員会は、これまで鹿児島県指定自動車教習所協会や    
県警との連携を行ってきました。しかし、これまで協定等は結んでいない状況での活動でしたので、改め
て協定を結ぶことを検討したく提案します。 

  目的と理由 
  １．日本 OT協会の運転と作業療法委員会においても、協定を結ぶ必要性を示しています。 
      （全国で３ヶ所ほど協定を結んでいる県あり） 
  ２．鹿児島県医師会への挨拶時もパブリックな団体であることを求められています。 
  ３．お互いの役割の認識と活動の意味を明確化し、人事異動後も円滑にやり取りを行うため。 
 上記を踏まえて、徳島県 OT協会の協定書を引用して作成しました。 



 

 

ＳＴは自動車運転に関する研修はあまりない。PT はかかわりはないが、知識は必要ではないかとの認
識あり。（POS での連携・研修も必要） 
医師会・県警・指定自動車教習所協会・高次脳機能障害支援センター・OT・ST・PT でチームを作る
方向で進めたい。 
 

    

議案 5 （継続） 

提出者：永山俊介  

士会内での立場： 地域リハ推進部 

  議案：基礎研修など以外の研修会における参加費の考え方について 

 

(1) 前回の理事会にて、学会においては「九州内の他県士会会員の参加費＝九州外の県士

会会員の参加費」となった。 

(2) 昨年度の九州士会長会において、県を跨ぐ研修会の参加においては「九州内の県士会

会員の参加費＝県内の会員の参加費」とするとなった。 

 

以上より、基礎研修以外の研修会における参加費の考えとしては 



 

・  鹿 児 島 県 県 士 会 員 、 そ の 他 の 県 士 会 員 ： 同 額 
・  非 会 員 ： 10,000 円 
  

と い う 判 断 で よ ろ し い か 検 討 頂 き た い 。 
 

決議事項：研修会費用は企画運営の部の任意設定とする。但し、最低受講価格を 4000 円

とする。 

 

 

議案 6 

提出者： 吉満 

士会内での立場：会長  

議案： 組織改編その２（現状把握） 

   決議事項：  

 
 



【その他】  

（黒木） 部員より 

 ・部員の委嘱状発送はいつごろになりそうか？ 

 ・会計チャネルの運用はいつごろになりそうか？ 

 ・7/10 MTDLP の基礎研修と認知症ネットワーク研修の開催日が重複していた 

  研修の予定を立てていたが、重複を避けることはできなかったか？ 

 

次回会議：９月 12 日（月）19時～ 


